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憲諭でわか毒。
津山の歴史②！

i~おおむかしのへン葱生き物_I？
乾康二

前回、「５分でわかる津山の歴史①」を掲載してから１年近くがたってしまいました。その間、いろ

いろな行事があり、なかなか②を掲載する機会がありませんでしたが、やっとご紹介することができ

ました。

さて、前回で、１５００万年前の津山は海だったことをお話しましたが、今回はその続きで、そのころ

津山に生きていた生き物についてご紹介しようと思います。

その生き物とは、表題にも書きましたが、「おおむかしの

ヘンな生き物」です。別にふざけているわけではありません｡

れっきとした学名を日本語に訳しただけです。その学名を｢パ

レオパラドキシア｣といいます。「パレオ｣というのは｢古代の、

大昔の」という意味で、「パラドキシア」は「矛盾した、つじ

つまの合わない」という意味です。ですから「パレオパラド

キシア」＝「おおむかしのヘンな生き物」となります。

この「パレオパラドキシア」という生き物は哨乳類束柱目

復元全身骨格標本
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パレオパラドキシアの奥歯

に分類されています。この束柱目というのは臼歯が柱を束ね

たように見えることからその名がつきました。ただし、この束柱目の仲間で、現在生き残っているも

のはいません。

復元骨格標本を見ますと、この生き物は一見、哨乳類とも思えない体形をしています。下の写真を

ごらんください。足が、ワニやトカゲのように外側に張り出して、いわば「がに股」になっています。

これは「パレオパラドキシア」が海岸などの水の流れが激しい場所を住処としていて、体を安定させ

るために、足を踏ん張る必要があったことを意味していると考えられます。

また、頭骨の分析から、唄覚が発達

していたこともわかっています。これ

は、この生き物が主に陸上で暮らして

いたことを示しています。

以上のことから、パレオパラドキシ

アは、「浅い海辺の波打ち際」で暮らし

ていた、ということはわかります。し

かし、その他のことについてはほとん

どわかっていません。ですからその生

態などは謎に包まれた、まさしく「ヘ

ンな生き物」であるわけです。
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園実物にふれて、火縄銃の仕組みを学びます。

酉日本の歴史の中での火縄銃の役割など､歴史的背景について。
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郷土博物館では、学校と博物館の連携を図るため

に、学校向けの教育プログラムを始めました。

学校での授業をより発展させるために、学芸員が

資料（実物）を持って学校へうかがっています。

下に挙げた資料はほんの－部ですが、さわったり、

動かしたりすることができます。また、歴史的背景

についても学習できます。その他にもご希望の資料

がありましたら、学芸員にご相談ください。
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館長

尾島治

学芸員

梶村明慶

平成”年度津山郷士博物館行事予定
特別展示教育活動

平成21年度の新刊は次のとおりです。

園津山松平藩

町奉行日記(十八）
（博物館紀要第24号）拳

山
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園津山郷土博物館年報瀞
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○前館長

佐野綱由（退職）

○新任

廻国文祭つやま記念企画展「西東三鬼（仮)」

１０月９日仕)～１１月10日伽

z特別展「広瀬台山（仮)」

１１月１３日仕)～１２月１２日(日）

■古文書講座「古文書を読もう」

５月20日附～３月１７日附

全９回（８．１２月を除く各月第３木曜日）

■夏休み子供歴史教室

「弥生土器をつくる」

７月28日伽・８月19日附全２回

「トンボ玉を作ろう」

８月３日(火)・８月４日伽・８月５日附

「勾玉を作ろう」

８月10日㈹．８月11日伽・８月12日附

逼文化財めぐり（友の会）

５月１５日出・９月１１日(士）

１１月13日仕)・２月１９日(土）

出版

典は津山松平藩の拡印で剣大といい､現在津山市の市章となっている。

麺特別展図録「広瀬台山」の刊行

ｚ｢津山松平藩町奉行日記（十九)」（博物館紀

要第25号）の刊行

Ｈ津山郷土博物館年報（平成２１年度）の刊行

画津山郷土博物館研究紀要第１号の刊行

広報活動

編集・発行：津山郷土･博物館
〒708-0022岡山県津山市山下９２

TEL(0868)22-4567別(0868)23-9874
E-mail：tsu-haku＠tvt・nejp

印刷：株式会社震陽本社

'９｢津山郷土博物館だよりく津博>」の発行
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園事務局人事異動平成22年４月1日付
内案

典博物館だより津柳.“平麟22縮5町Ⅲ
■幽画Ｅ博 物館入館案内■ ■

●開館時間：午前９：００～午後５：００（入館は４：３０まで）

⑳休館日：毎週月曜日・祝日の翌日

１２月27日～１月４日。その他

● 入 館料：一 般210円（160円）

高校・大学生150円（120円）

中学生以下無料

※（）は30人以上の団体
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